
紀美野町道の駅整備事業

事業概要（令和７年10月時点）

紀美野町
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紀美野町の基礎情報

■紀美野町の立地 ■紀美野町のくらし

人口
紀美野町の総人口は、平成18年に合併して以降、減少が続いており、
令和７年８月末時点で、7,577人にまで減少している。

蛍のいる川

至高野山

至海南市

朝日夕陽どち
らも見ること
ができる

美しい星空

蛍のいる川

紀美野町
スポーツ公園

大阪方面からは阪和自動車道「海南

東インターチェンジ」から高野西街

道（国道370号）ルートで約20分。

阪和自動車道「泉南インターチェン

ジ」から府県道泉佐野岩出線経由、

県道岩出野上線ルートで約50分。

公共交通機関としてはJR海南駅よ

り路線バス又はタクシーで約20分。

60min
関西国際空港

90min
大阪駅

40min
JR和歌山駅

紀美野町は、平成18年に旧野上町と旧美里町が合併して誕生しました。

和歌山県の北部に位置し、中央を東から西に紀の川の支流、貴志川が流れ、

その流域に広がる丘陵地と山地からなっている。

農業
紀美野町は、豊かな自然環境を活か
し、柑橘類、柿、梅、山椒などの栽
培を中心とした農業が盛んである。
また、近年ではスマート農業の活用
や６次産業化、インターネットを利
用して農産物を販売する先進的な農
家も生まれてきている。

林業
木の神々が棲まう土地として古くか
ら「木の国」と呼ばれ、それが「紀
伊国」の由来となったといわれるほ
ど、木と縁の深い和歌山県。和歌山
県で生産された品質の高い木材は
「紀州材」として全国で利用されて
いる。紀美野町の総面積約75%を森

林が占めており、現在、自伐型林業
や副業型林業を推進している。
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紀美野町の基礎情報

■紀美野町の商・観光業 ■紀美野町の特色ある取組

移住促進活動
紀美野町は豊かな自然と都市部へのアクセスに恵まれている為、田舎暮らし
を希望する人々をターゲットに様々な取り組みを行っています。紀美野町で
は、空き家バンクの設置、定住促進事業、移住サポートのホームページを開
設し、移住・定住の促進を図っている。

商業
ライフスタイルの多様化、情報社会の進展、流通システムの変革等、環境は
大きく変化しており、町内の地元小売店の活用が少なくなっている。住民参
画により地域の特色を生かした活性化を図り、農業や観光などの地域資源を
活用した商品開発などに取り組む商業者を支援できる体制を整備することを
政策に掲げている。

観光

キミノーカ (年間4.5~5.0万人の集客を実現する人気のジェラート店)

生石高原 みさと天文台

のかみふれあい公園 中田の棚田

関係人口の創出と創業支援
紀美野町では、地域での創業支援や農山村で生きる価値を若者に伝えること
を通じ、活力ある地域づくりや関係人口、将来の還流人口（Ｕターン）の創
出につなげることを目的とした「きみの地域づくり学校」を開校しています。

移住サポートのホームページ 移住サポートのパンフレット

きみの地域づくり学校

農山村での暮らしや仕事について、
専門的、学術的、実践的な視点か
らの学びと参加者同士の交流を通
じて、関係人口の創出と創業支援
を進めています。
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紀美野町の基礎情報
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1,307・1,542

国道
370号

美里龍神線

野上清水線

高野口野上線

2,705・3,381

5,246・6,610

98・219

954・1,126

奥佐々阪井線

国道
370号

4,848・6,108

・交通

令和3年度交通センサスによると、西側から本町の中心にかけての国道370号線の12時間交通量は5,246台と2,705台、24時間交通量は6,610台と3,381台です。

本町中心から東側にかけての国道370号線の12時間交通量は1,307台、24時間交通量は1,542台となっている。また、隣の海南市から紀の川市を結ぶ岩出野上

線の12時間交通量は4,848台、24時間交通量は6,108台となっている。

422・494

岩出野上線

1,716・2,059

国道
370号

12,433・16,287
18,286・23,955

紀美野町の基礎情報

紀美野町
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紀美野町周辺の道の駅

◼ 和歌山県と近隣の「道の駅」

紀美野町
▼

◼ 和歌山県の「道の駅」

［出典：和歌山県HP]

紀美野町
▼
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上位計画

第２次紀美野町長期総合計画（後期計画）より引用

→ 町の魅力アピール

→ 民間事業者のノウハウ活用

→ 農・林業の振興

→ 商・工・観光業の振興

長期総合計画の施策 「道の駅」で実行可能な施策

→ 地域住民の活動拠点

民間事業者のノウハウを活かした
整備・運営

本「道の駅」

町内の
産業振興

町内の
魅力発信

住民の
活動拠点

町の「道の駅」に対する期待

■長期総合計画の整理

道の駅

ウチの需要

ソトの需要 • 自然体験の拠点
• 特別な食体験
• 新鮮な農産品購入

• 町内の産業振興
• 町内の魅力発信
• 住民の活動拠点

「道の駅」で考慮すべき需要
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■道の駅の利用者属性

道の駅の方向性

全国道の駅連絡会からの報告 [22年8月 (一社)全国道の駅連絡会]より引用
▲

地域外来訪者が半数以上
▲

40代以上が約70%

道の駅の事業性(収益性)を考える上で
メインターゲットとなるのは40代以上の地域外来訪者となる

※本件の立地では、物流等の業務
利用が見込めない点に留意が必要

方向性の決定においては
メインターゲットに対して訴求可能な、紀美野町の魅力を考える
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■紀美野町が提供できるもの・道の駅で発信したい魅力

紀美野町が、町外の人に対して伝えたい町内の魅力

地域の魅力を発信する道の駅として

山

川

農

棚田

食

ゴルフ

釣り

人

キャ
ンプ

自然
観察

里山
星空

道の駅の方向性
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紀美野町の豊かな里山風景・魅力を未来へつなぐ

テーマ

紀美野町の地域「資源」であり地域「課題」でもある里山。
紀美野町の里山の魅力を発信する道の駅とすることで、

里山の持続可能な保全と、地域の新しい産業創出を目指す。

地域「課題」地域「資源」

➢ 耕作放棄地や放置林の増加

➢ 農林業の担い手不足

➢ 農林業の高付加価値化

➢ 鳥獣被害の増加

➢ 地域経済の衰退 etc.

➢ 豊かな自然環境

➢ 自伐型林業の取組み

➢ 紀州材のブランド力

➢ 地元農産品

➢ 自然体験 etc.

道の駅の方向性
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■「誰のために」

■「何を提供して」

■「どう稼ぎ」

■「何が得られるか」

…… 紀美野町に遊びに来た来街者・地域住民

…… 里山を活用した食・体験

…… 農林産品の6次産業化、間伐材の活用

…… 里山の持続可能な保全、地域の新しい産業創出、
紀美野町に愛着を持つ関係人口の増加・交流

本テーマにおける利点と懸念点

里山をテーマに据えることの利点は、住民参加型の施設としやすく、紀美野町のあ
りのままの魅力を伝えることで、関係人口としてのファン層を獲得し、将来的な移住
促進への貢献も期待できることにある。

一方で、近隣の道の駅との差別化が図りづらく、収益性が低いこと、ユーザーの満
足度を高める為には、様々なコンテンツが必要となり、施設・運営の規模が大きくな
ることが懸念される。

事業規模を抑えながらも、近隣の道の駅と差別化し集客を図るには、わざわざ訪れ
たくなる体験コンテンツの提供や、思わず買って帰りたくなる商品開発が必要。

里山の食・体験等、紀美野町全体の魅力を発信する道の駅

コンセプト

道の駅の方向性
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■導入機能
道の駅基本構想の内容を踏まえ、地域住民と道路利用者（地域外来訪者）の双方の利用が促進されるよう、必要な導入
機能を以下に整理します。

道の駅の方向性

導入機能 整備内容
主な利用シチュエーション

地域住民 地域外来訪者

休憩機能 ●24時間利用可能な駐車場とトイ
レ

●快適に利用できる駐車場
とトイレ

●ベンチ等の休憩スペース ●日常的に集い、くつろげ
る休憩スペース

●運転の疲れを癒す休憩ス
ペース

情報発信機能 ●交通情報コーナー ●道路情報を提供する交通
情報コーナー

●観光案内コーナー ●町民が町の魅力を再発見
する観光案内コーナー

●町内各所へ観光客を誘致
する観光案内コーナー

●地域FMの放送ブース ●町民向け情報を発信する
地域FM

●観光情報を発信する地域
FM

地域連携機能 ●地域の農産品等を活用した物販
と飲食

●農業等の町内事業の販路
を拡大する物販・飲食

●地域の魅力を楽しめる物
販と飲食

●イベントスペースにもなる広場 ●町民向けイベントを開催
する広場

●観光客向けイベントを開
催する広場

●地域の自然環境を活用したアク
ティビティ事業

●豊かな自然環境を次世代
に継承するための学習と啓
発

●地域の豊かな自然環境を
味わうアクティビティ体験
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■導入コンテンツのアイディアと参考事例

精油
・紀美野町の地場産材を使用した精油の販売
・オリジナルの精油づくり体験
・ハンドクリーム、キャンドル、入浴剤の販売

［下川町まちおこしセンターコモレビ / 北海道川上郡]

森と生きる体験
・大自然を満喫できる宿泊棟
・薪割りもできる焚き火BAR、焚き火ラウンジ
・地元産の食材をふんだんに使った料理
・ネイチャーツアー

［星のや富士 / 山梨県南都留郡]

モノ・コト・ヒトが結びつく町の情報発信施設。人気である精油づくり体験
では、実際に森に入り下川町の木である「トドマツ」を採取した後、屋内で
蒸留器を使って精油を抽出する。モノ・コト・ヒトが結びつく町の情報発信
施設。参加者は〈体験の森〉と呼ばれる場所で森歩きからスタートする。

日本初のグランピングリゾート。大自然の中で、焚火を見つめたり、小鳥の
さえずりを聞いたり、森の気配を感じたり、自然と共生しながら過ごすほか
にはない贅沢な体験を提供する。地元の食材をふんだんに使ったコース料理
の他、デジタル機器から離れ、富士山信仰にまつわる史跡を巡り、心身とも
にリフレッシュするプログラムや森の奥で木漏れ日を感じながら、木立に浮
かぶ柔らかな布に包まれながら行う心地よいストレッチ教室等何度も来たく
なるようなイベントが開催されている。

道の駅の方向性
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宿泊
・多世代に対応したコンテンツ
・運営負荷を最小限とする営業形態
・多人数で利用できる共用部
・地場産材を使用した共有部

［Forest Living/千葉県いすみ市]

飲食
・地元産の食材をふんだんに使った食事の提供
・薪を使ったメニュー
・地域住民の居場所
・何度も来たくなるような季節のメニュー

［Eatree Plates / 東京都奥多摩町]

休憩所の機能だけでではなく目的地化した宿泊施設とすることで、紀美野
の魅力発信に繋がると考えられる。宿泊施設においてはグランピングやコテ
ージ等のセルフサービスの客室や大人数対応の共用部を用いることで、運営
負荷をできるだけ軽減する工夫も求められる。

宿泊から日帰り利用も含めて施設利用者の食事や休憩の場となる飲食機能
の導入が想定される。飲食施設は外来利用だけではなく、町民が気軽に立ち
寄れる地域の居場所とすることで、町民の日常の交流の場として、まちの賑
わいの中心となることが期待される。提供する食事は地域の食材を使用し、
健康や栄養バランスに配慮した、和歌山県出身のシェフが監修したメニュー
とすることも考えられる。町内産の農作物や加工品を活用することで、本施
設と紀美野町全体の魅力を発信する「森の恵みの食堂」となることが求めら
れる。

■導入コンテンツのアイディアと参考事例

道の駅の方向性
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グランピング
・大自然を満喫できる宿泊棟
・薪割りもできる焚き火BAR、焚き火ラウンジ
・地元産の食材をふんだんに使った料理
・ネイチャーツアー

［星のや富士 / 山梨県南都留郡]

木質サウナ
・木質サウナと木の精油で木の香りが楽しめる
・サウナ好きの若年層の取り込み
・大自然を満喫できる
・ネイチャーツアー後の疲労回復

［事例イメージ]

■導入コンテンツのアイディアと参考事例

道の駅の方向性

森林養生
・心身の健幸を取り戻す
・森林療法
・ウェルネス

［事例イメージ]

ライフスタイル
・間伐材ライフスタイル雑貨の販売
・間伐材プロダクト制作のワークショップ
・間伐材子供の玩具販売
・間伐材ペットグッズ販売

［事例イメージ]
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小規模木質バイオマス発電

・燃料集荷規模が小さく安定供給が可
能
・発生する熱も周辺利用可能
・総合エネルギー効率、CO2削減効果
が高い
・オペレーションが容易（一部無人運転
可能）

道の駅の方向性

■導入コンテンツのアイディアと参考事例

小規模木質バイオマス発電・薪ボイラー

・間伐材の活用
・道の駅施設へのエネルギー供給
・エネルギーを足湯等の体験に活用
・災害時の避難所として開放

［道の駅たかのす / 秋田県北秋田市]

［道の駅たるみず湯っ足り館 /鹿児島県垂水市]

［道の駅三芳村｢鄙(ひな)の里」/千葉県南房総市]
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道の駅の候補地

国道370号線
沿道の立地

海南市
和歌山市

高野山
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施設規模案

種別 面積 備考

敷地全体
12,000㎡

駐車場 5,520㎡ 約250台

広場 3,500㎡

建物 830㎡ 約250坪

飲食 130㎡

物販・アク
ティビティ

320㎡

情報発信 100㎡

コミュニティ
スペース

100㎡

トイレ 100㎡

ヤード 80㎡

 

 

道路 

 車  約    台        

広         

トイレ 

   

物販・ 

         

情報 

発  

ﾔｰﾄ  

         ｰ  

現時点での導入機能を整理したイメージ案になります。確定したものではありませんので、あくまでも参考としてご理
解ください。
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施設配置平面イメージ案
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施設配置立体イメージ案
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施設配置立体イメージ案
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事業手法案

町の財政支出を抑えながら、利用者にとって魅力的な道の駅を整備・運営することを目的とし、民間事業者のノウハ
ウを活用する「官民連携手法」を事業手法として検討しています。
また、道の駅は集客・商業のノウハウが必要となることから、設計・建設の段階で運営事業者の意向を反映しておく

ことが望ましく、運営事業者の意向を反映する官民連携手法としては、ＰＦＩ方式、ＤＢＯ方式、指定管理候補者事前
選定方式が挙げられます。
サウンディング調査を踏まえて、事業目的を達成できる事業手法の導入可能性について調査・確認を行った上で、最

適な手法を決定します。

類型 内容

ＰＦＩ方式

民間事業者が資金調達を行い、設計・建設・運営・維持管理といっ
た事業全体において、民間の資金とノウハウを活用し、サービスの
提供を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サービスの
提供を図る事業方式

ＤＢＯ方式
町が資金調達を行い、設計・建設・運営を一括して発注することで、
民間のノウハウを活用する事業方式

指定管理候補者事前選定方式
道の駅の運営候補事業者を事前に選定し、町が別途発注する設計や
建設に対して、運営候補事業者の意向を反映する事業方式



22

事業スケジュール

11月
▼

6月
▼

8月
▼

4月
▼

公募
準備

8月
▼

工事・開業準備
(約19ヶ月)

設計
(約12ヶ月)

■事業スケジュール案

想定スケジュールは上記の通りを予定しておりますが、あくまでも現時点での案になりますので変更となる可能性があ
ります。
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